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既報において、55 事業場の排水中に含まれていた珪藻群

集について調査を行い、Nitzschia amphibia、Nitzschia 

palea、Navicula seminulumの3種の汚濁耐性種の出現頻度

が高いことなどを明らかにした 1)。これら廃水処理施設から

は、排水の他に処理過程で発生する汚泥が排出されるが、

近年これらの汚泥を不法に投棄したり、廃棄物の処理およ

び清掃に関する法律に則らずに処理を行う事例が見受けら

れた。一般に活性汚泥による廃水水処理施設の汚泥中の生

物は、繊毛虫や肉質鞭毛虫などの原生動物や、ワムシなど

の微小後生動物が優占することが知られており、珪藻を含

む藻類の出現頻度は低いとされている 2,3)。しかし原生動物

などは汚泥脱水後の生物体の保存性が悪く、長時間経過し

た試料では、汚泥であるかを判断する指標として用いるに

は難点があると考えられた。 
一方、珪藻は珪酸質でできているため、死後も形態の 

保存性がよく、殻は微生物による分解も受けないという特

徴を持つ。 

そこで、廃水処理施設から発生する汚泥の指標として、

汚泥に含まれる珪藻殻を用いることが可能かを検討するた

めに、汚泥中の珪藻の観察を行ったので報告する。 
 

観察試料及び観察方法 
試料には、Table 1 に示した 23 事業場の廃水処理施設か

ら発生する汚泥を用いた。さらに廃棄物中間処理業で製造

された埋め戻し用土を用いた。これは、原料として水道水

浄水場の沈砂や建設残土を用い、これに化学処理を施して

用土としたものである。これらの試料を恒量に達するまで

105 度で乾燥した後、乳鉢にて粉砕し、硫酸と硝酸を用い

て有機物を酸化した。水洗後に適量をプレウラックスで封

入し、観察用プレパラートを作成した。 
観察は光学顕微鏡を用いて 1500 倍で行い、2000 倍に拡

大した顕微鏡写真にて種の同定を行った 4～6)。 
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観察結果と考察 
 
１．各施設の概要 

Table 1には、各処理施設からの排水の水質（pH、導電率、

BOD、懸濁物質量（SSと略記））を示した。また併せて各

施設の排水処理方法の概要を示した。有機性廃液を処理す

る、旅館業やし尿処理施設では活性汚泥法が、無機性廃液

を処理する金属の表面処理業では凝集沈殿法が用いられて

いた。 
 
２．各汚泥中の珪藻 

汚泥中に珪藻が観察されたのは、23施設の中でTable 1で

網掛け表示した11施設であり、すべてが活性汚泥法の処理

施設であった。また廃棄物の中間処理により製造された、

埋め戻し用土中にも多数の珪藻が観察された。 

これに対して凝集沈殿法を用いた施設の汚泥中には珪藻

は出現せず、処理方法による差が明確であった。これによ

り、珪藻を用いて汚泥を判別することは、活性汚泥法の処

理施設にのみ適用できる可能性があった。 

 全汚泥中に出現した珪藻は34属59分類群であり、Table 2

にその一部を示した。もっとも出現頻度が高かったのは、

Achnanthidium minutissimum (Kutz.) Czarn.及びNitzschia 

amphibia Grunowで、5検体中に見られ、次いでPlanothidium 

lanceolatum (Breb.) Lange-Bertが4検体中に見られた。 

 珪藻の多様性が最も高かったのは、廃棄物中間処理によ

って作られた埋め戻し用土で、16属19分類群が観察された。

これは藻類の発生しやすい浄水場での沈殿池からの汚泥な

どが原料となっていたためと考えられた。 

 また珪藻とは別に、Plate 2にUnknownと標記した生物遺

骸らしきものが、多数の試料中で観察された。サイズが 10

μmと小さいことから、生物体の一部の可能性もあった。珪

藻に加えて汚泥の指標となる可能性があるため、今後も観

察し、データを蓄積したい。 

 

まとめ 
種々の廃水処理施設から発生する汚泥に含まれている珪

藻を調べ、試料が処理汚泥であるかを判断できるか検討し

た。その結果次の諸点が明らかとなった。 
１）全試料で34属59分類群の珪藻が観察された。 
２）活性汚泥法の処理施設汚泥では、珪藻が出現する割合

が高かったのに対し、凝集沈殿法由来の汚泥からは珪藻

が出現しなかった。 
３）珪藻を用いて汚泥の由来を判断することは、活性汚泥

法からの汚泥にのみ適用できる可能性があった。 
 ４）珪藻とは別に、汚泥の指標となる可能性がある生物体

が見出された。 

 

文献 
1) 吉澤一家：事業場排水中の珪藻，山梨衛公研年報，48，

43～52（2004） 

2) 須藤隆一ら：水環境保全のための生物学，81，産業用水

調査会（2004） 
3) 須藤隆一，稲森悠平：生物相からみた処理機能の診断，

56，産業用水調査会（1983） 
4) 小林弘ら：小林弘珪藻図鑑 第1巻，内田老鶴圃（2006） 
5) 渡辺仁治ら：淡水珪藻生態図鑑，内田老鶴圃（2006） 

6) K. Krammer and H. Lange-Bertalot: Susswasserflora von 

Mitteleuropa 1 ～ 4. Gustav Fischer, Stuttgart 

(1986-1991) 

 

謝辞 

 本研究を実施するに当たり、試料の提供をいただきまし

た各施設の皆様、および収集にご協力いただいた、山梨

県各林務環境事務所の担当諸氏に深謝いたします。 

 



山梨衛公研年報 第 51 号 2007 

- 51 - 

 

 
 

 

 

   

 
  

  

 

 

10μm 

９ 

１０ 

１ 
２ 

３ 

4 
５ 

６ ７ ８ 

１４ 
１５ 

１１ １２ １３ 

２２ １８ 

１９ ２０ 

２３ 
２５ 

２１ 

２４ 
２６ 

１７ 

１６ 

Plate 1 Diatoms observed in the sludge 
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Plate 2 Diatoms observed in the sludge


